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＜定例会の主な議題及び要旨＞ 

 

平成２９年１１月３０日（木） 

 

【報告事項】 

 

１ １２月定例県議会の日程について 

           （総務部） 

  警察本部から「１２月定例県議会については、１２月１日から２０日までの２０日間

の日程で開催される。警察関係議案として、予算１件、条例１件、専決処分報告１件の

提出を予定している。」旨の報告があった。 

 

２ 特定大規模災害等に対処するための特殊勤務手当の特例に関する条例の制定（案）に

ついて                               （警務部） 
警察本部から「国の措置に鑑み、東日本大震災と同規模の特定大規模災害等が発生し

た場合に、既存の手当では危険性や困難性に対応できない作業について、支給できる特

殊勤務手当の特例を定めるものであり、条例公布日の施行が予定されている。」旨の報

告があった。  

公安委員から「大規模災害等の現場において、警察官は非常に大きなリスクの中で活

動しなければならず、その手当も迅速な対応が必要であり、条例で措置されるのは良い

ことだと思う。他にも化学兵器テロやパンデミック等も考えられるので、そのような事

態にも、速やかに対応できれば良いと思う。」旨の発言があった。  

 

３ 平成２９年管区優秀警察職員表彰受賞者の決定について 

                                    （警務部） 
警察本部から「管区優秀警察職員表彰は、九州管区警察局長が、勤務成績が優秀で多

大な功労がある者を表彰し、その功労を顕彰することによって、警察職員全体の士気を

高めることを目的としたものである。平成２９年は、本県警察官４人の受賞が決定し

た。」旨の報告があった。 

 

４ 年末年始における特別警戒活動の実施について 

                               （生活安全部） 
警察本部から「１２月１日から翌年１月３日までの３４日間、年末年始における県民

生活の安全と平穏の確保を図るため、特別警戒活動を実施する。取組重点として、警察

の総合力を発揮した顕示効果の高い警戒活動及び地域における防犯活動等の強化を推

進する。」旨の報告があった。  

公安委員から「年末に向けて人出も多くなってきており、犯罪抑止に努めていただき

たい。」「体感治安を高めるためにも、特に年末は、顕示効果の高い警戒活動を表に出し

て進めていただきたい。」「犯罪多発地区への警察本部執行隊の派遣について、派遣箇所

は決まっているのか。」旨の発言があり、警察本部から「犯罪の発生状況を見ながら派

遣することとしているが、犯罪が多発している場合などは、警察署と協議の上、重点投

入するなどの流動的な運用を考えている。」旨の説明があった。  

 

５ 福岡ソフトバンクホークス優勝祝賀パレード警備の実施結果について 

                          （地域部） 
警察本部から「１１月２６日、福岡市内において福岡ソフトバンクホークス優勝祝賀

パレードが行われた。県警察では、所要の体制で警備を実施した。」旨の報告があった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 大野城市における強盗殺人未遂等事件被疑者の逮捕について 

                          （刑事部） 

警察本部から「春日警察署及び捜査第一課は、窃盗により現行犯逮捕され、警察署へ

連行される際、警察官から拳銃を強取し、発射した強盗殺人未遂事件について、１１月

２２日、筑紫郡那珂川町居住の無職の男性を逮捕した。」旨の報告があった。  

公安委員から「大事に至らなくて良かったが、より一層、緊張感を高めて職務に当た

っていくことが必要だと思う。」旨の発言があった。  

警察本部から「本件を受けて、既に執務資料の発出や巡回教養を行っているが、今後、

さらに徹底していきたい。」旨の説明があった。  

 

７ 大木町土地改良区発注工事を巡る贈収賄（土地改良法違反）事件被疑者の逮捕 

について                            （刑事部） 
警察本部から「久留米警察署ほか３警察署及び捜査第二課は、福岡県大木町土地改良

区が入札を執行した工事につき、有利便宜な取り計らいを受けた謝礼として現金１００

万円の賄賂を収受した贈収賄事件について、１１月２０日、三潴郡大木町居住の大木町

土地改良区理事の男性ら２人を贈収賄で逮捕した。」旨の報告があった。 

公安委員から「土地改良区については、みなし公務員となって贈収賄の対象となるの

か。」旨の発言があり、警察本部から「本件は、みなし公務員ではなく、土地改良法の

中に贈収賄が規定されている。」旨の説明があった。 

 

８ 年末の交通安全県民運動の実施について 

                               （交通部） 

警察本部から「年末の交通安全県民運動については、１２月１１日から１２月３１日

までの２１日間で実施される。運動の重点は、飲酒運転の撲滅、子供と高齢者の交通事

故防止としており、期間中は一斉取締り等に取り組むこととしている。」旨の報告があ

った。  

 

９ 第７１回福岡国際マラソン選手権大会の概要について  

                  （交通部） 

警察本部から「１２月３日、福岡市内において日本陸上競技連盟等の主催で「第７１

回福岡国際マラソン選手権大会」が開催される。県警察では、所要の体制でテロ等の未

然防止に向けた対策を実施する。」旨の報告があった。 

 

【その他の報告事項】 

○ 警察本部から「１２月１日、午前１０時から、福岡市による緊急速報メールを活用

したミサイル対応訓練が行われる。県警察では関係所属に周知を図っている。」旨の

報告があった。 

 

 ○ 警察本部から「先般、全国警察本部長会議が開催され、検挙力、事態対処能力の強

化や、業務の合理化・実質化を含む組織運営等について、指示、報告・協議があった。」

「本日、知事部局において行財政改革推進本部会議があり、議題は働き方改革と業務

の合理化・効率化であった。県庁の取組を参考にしながら県警察も進めていきたいと

考えている。」旨の報告があった。 

   公安委員から「業務の合理化については、全国公安委員会連絡会議でも議題となっ

ている。警察業務は多様化しており、非常にハードワークとなっていることから、既

存の業務を合理化した上で、新たな課題に対応していかなければならないと思う。」

旨の発言があった。 

 


